
高等部１学年  

 

１２月１日（木）に租税教室が行われました。片山税理士事務所より片山拓央先生をお招きし、

税金の大切さや税金が社会の中でどのように活用されていくのかについてご講義いただきました。

税金がなくなってしまうと、学校に通うのに高額なお金がかかったり、公園で遊ぶ時もお金を支払

うことになる等、具体的な例を挙げての話に生徒たちは真剣な表情で聞いていました。片山先生が

アタッシュケースから「一億円の見本」を取り出した時には驚いた様子で、「わぁ。」と歓声が上が

りました。実際に一億円の束を持つ体験では、片手で持ち上げてみたり、一人では持てずに友達と

二人で持ったり、一億円の重さや厚みを直に感じることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


